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製品に ついての; ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能じついて説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使巧でき 
ない場合があります。 


ソフトウてアを項 

このコンピューターにプリインスI'ールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方まで使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウXアおよびソ 
フトウェア）を14曰1^>1内に返品し、購入店 
の返金ち針に従って返金を受けてくださ 
い。 

より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピューターの返金を要求する場合は、お近 
くの販売店に問い合わせてください。 



ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざなど体の上にコンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりし 
ないでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。 
通気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛 
布、または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌 
に触れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないで 
ください。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 最初の操作 


このコンピューターは、ビジネスのシーンでもエンターテイメントのシーンでもを分にま用できるよ 
うに設計された強力なツールです。セットアップ後の最適な巧巧ちま、コンピューターを使ってで 
きる楽しいこと、および HP が提供するさまざまな情報の入手方まなどについて説明しているこの章 
からお読みください。 


最適な使用方法 

コンピューターのセットアップおよび登録が終了したら、な下の手順を行うことをおすすめします。 

• Windows ® の新しい機能について詳しくは、印刷物の 『Windows 8の基本操作 J 1 を参照してくだ 
さい。 


(- ヒント； 開いているアプリケーシヨンまたは Windows デスクトップからコンピューターのス 
夕ート画面にすばやく戻るには、キーボードの Windows ロゴキ ー を押します。 
Windows ロゴキーをもう一度押すと、前の画面に戻ります。 


• まだ行っていない場合は、有線ネットワークまたは無線ネットワークに接続します。詳しくは、 
17ぺージの「ネットワークへの接続 I を参照してください。 

• コンピューターのハードウェアおよびソフトウェアじついて確認します。詳しくは、 

5 ぺージの「コンピューターの概要 I および 22 ぺージの「エンターテイメント樵能ホ楽し 
む I をを照してください。 

• ウィルス対策ソフトウェアを更新または購入します。詳しくは、 61 ぺージの「ウィルス対ま 
ソフトウェアの使用 I を参照して〈ださい。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成して、ハードドライブをバック 
アップします。 68 ぺージの「バックアップおよび復元 I をを照して〈ださい。 


最適な使用方ま 












コンピューターを使用した楽しみ 

• コン ピューターで YouTube 動画を再生したり、 コン ピューターをテレビに接続したりできま 
す。詳しくは、 「 HDMI デバイスの接続」を参照してください。 

• コンピューターにダウンロードして、音楽を再生できることはご存知かと思います。放送中の 
ラジオ番組をコンピューターにストリーミングして、世界各地のラジオの音楽番組や卜ーク番組 
を再生したりできます。「才ーディオの使用 J を参照してください。 

• Microsof 做のアプリケーシヨンを使用すると強力なプレゼンテーシヨンを作成できることはご 
巧知かと思います。プロジェクターを接続してグループでアイデアを共有したりできます。 

25 ぺージの「動画の巧用 I を参照してください。 

• タッチパッドおよび Windows 8の新しいタッチジェスチャを使用して、画像の操作やテキスト 
のぺージ操作がスムーズに行えます。「タッチジェスチヤの使巧」を参照してください。 
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最ネ刀の操作 



その他の HP が提供する資料 

印刷物の『セットアップ手順 J ポスターの説明に 沿って コン ピュー ターの電源を入れ、 この『ユー ザー 
ガイド』で製品の詳細や使用方まを確認した後は、下の表に記載されている説明書や Web サイトも 
参照して〈ださい。 


リソース 

内容 


『セットアップ手順』ポスター ( EP 刷物） 

• 

コン ピューターのセットアップおよび機能の概要 

『Windows 8の基本操作』 

雖 

Windows 8の使用および操作の概要 

[ヘルプとサポート] 

• 

使用方法およびトラブルシューティングに関する幅広い情報 
およびヒント 


[ヘルプとサポート]にアクセスするには、スタート画面 
で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選巧し 
ます。日本でのサポート について は、 
http :// www . hp . com / ip / contact / を参照して ください。 
日本が外の国や地域でのサポート について は、 
http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us . html (英語サイト）から該当する国や地 
域、または言語を選巧してください 


『快適に使用していただくために』 

このガイドを表示するには、スタート画面で [HP 
Support Assistan ロアプリケーシ ヨンー[マイコン 
ピュータ ー ] 一 [ユー ザ ー ガイド]の順に選キ尺するか、 
http :// www . hp . com / erqo / (英語サイト）から[日本語] 
を選択します 


正しい作業環境の整え方 

快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 


各国のサポート Web ぺージ 

日本でのサポートについては、製品に付属の小冊子、 
『サービスおよびサポートを受けるには』または HP の 
Web サイト、 http :// www . hp . com / jp / contact / を参照し 
てください。日本がかの国や地域については、 
http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地 
域、または言語を選巧してください 


HP のサービス担当をとオンラインでチ ヤツ トする 
サポート窓口に電子メールで問い合わせる 
サポート窓口の電話番号を調べる 
HP のサービスセンターを探す 


『規定、安全、および環境(こ関ずるごを意』 • 重要な規定情報（バッテリの処理など) 


このガイドを表示するには、スタート画面で [HP 
Support Assistant] アプリケーシヨンを選択し、 [マ 
イ コン ピユーター]^[ユーザーガイド]の順に選が 
します 
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リソース 


内容 


限定保証規定* • このコンピューターの具体的な保証内容 

このガイドを表示するには、 [HP Support Assistant] 

アプリケーシヨンー[マイコンピュータ]^[保証規定 
およびサービス]の順に選巧するか、 
http://www.hp.com/qo/orderdocuments/ (英言吉サイト） 

から[日本（日本語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されているドキュメ 
ントまたは製品に同捆されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの日本 
語モデル製品には、保証內容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、日本 
外でも、印刷物の HP 限定保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されてい 
ない国または地域では、印刷物のコピーを入手できます。 http://www.hp.com/qo/orderdocuments/ でオンラインで申し込む 
か、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• 化ホ： Hewlett-Packard, MS POD, 11311 Chinden Blvd. ， Boise, ID 83714, USA 

• ヨ ーロツ パ、中東、アフリカ： Hewlett-Packard, POD, Via G. Di Vittorio, 9 ， 20063， Cernusco s/Naviglio (Ml), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett-Packard, POD, P.O. Box 200, Alexandra Post Office, Singapore 911507 

保証規定の印刷物のコピーを請求する場合は、製品香号および保証期間（サービスラベルに記載されています）、ならびに 
お客様のお名前およびご住所をお知らせください 

重要： お使いの HP 製品を上記の住所宛に返品しないでください。日本でのサポートについては、 http://www.hp.com/ip/ 
contact/ を参照してください。日本!^外の国や地域でのサポートについては、 http://welcome.hp.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択して〈ださい 
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コン ピュー ターの 概要 


ハードウエアおよびソフトウエアの情報の確認 

ハードウエアの確認 

コンピューターに取り付けられているハードウエアを確認するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で 「コントロール」 と入力して [コントロール パネル]を選択します。 

2. [システムとセキュリティ]を選択して、[システム]項目で[デバイスマネージャ ー] をクリックし 
ます。 

コン ピューターに取り付けられているすべてのデバイスが一覧に表示されます。 

ソフトウエアの検索 

▲ コンピューターにインストールされているソフトウエアを確認するには、スタート画面でマウス 
を右クリックしてアプリケーシヨンを表示し、[すべてのアプリ]アイコンを選択します。 

右側面の各部 

態)霉 )(§) 爲色)@ ③ 


ハードウ I アおよびソフトウ; L アの情報の確認 5 







名称 


説明 


(1) Jl 、 電源ランプ • 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

• 点滅：コンピューターがスリープ状態で、省電カモー 
ドになっています。コンピューターはディスプレイお 
よびその他の不要なコンポーネントの電源をオフにし 
ます 

• 消灯：コンピューターの電源がオフか、ハイバネー 
シヨン状態になっています。ハイバネーシヨンは、最 
小限の電力を使用する省電カモードです 

注記： 一部のモデルでは、インテル®ラピッド■ス 
タート■テクノロジー機能が出荷時に有効に設定され 
ています。ラピッド-スタート■テクノロジーを使用 
すると、操作していなかったコンピューターが棱慟状 
態にすばやく復帰できます。詳しくは、 

39 ページの「インテルラピッド-スタート - テク Z 
ロジー（一部のモデルのみ） I を参照してください 


(2) ハードドライブランプ 


白色で点滅：ハードドライブにアクセスしていまず 


オレンジ色に点灯 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハー 
ドドライブが一時停止しています 


注記 ： [HP 3 D DriveGuard ] について詳しくは、 

54 ページの 「HHP 3 D DriveGuardl の巧用 J を参照し 
てください 


(3) ■ 

> メディアスロット 

お下のフォーマットのメディアカードに対応しています 

1 

i 

鲁 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 



• 

SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカー 
ド' 



• 

SDXC (Secure Digital Extended Capacity ) メモリー 
力ード 



• 

マルチメディアカード （ MMC ) 

(4) 巧 

一 USB 3.0 ポートい2) 

別売の USB 3.0 デバイスを接続します。拡張された USB 
の強力なパフオーマンスが引き出されます 


を記： 各種 USB ポートについて詳しくは、 50 ページの 
「USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用」 を参照し 
てください 


(5) 

Humi hdmi コネクタ 


HD 対応テレビなどのホ販のビデオデバイスやオーディオ 

X バイス、または対応する了'ジタルコンポーネントやオー 
ディオデバイスを接続します 

(6) 

RJ -45 

(ネットワーク） 

コネクタランプ 

• 白色に点灯：コンピューターはネットワークに接続さ 
れています 

♦ オレンジ色で点滅：データが転送されています 

を記： 兩方のランプが点灯しない場合、コンピューター 
がネットワークに接続されていません 

(7) 

み RJ-45 

(ネットワーク） 

コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 
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名称 



説明 

(8) 


AC アダプターランプ 

• 白色に点灯： AC アダプターが接続されていて、バッテ 
リは充電濟みです 




• 白色で点減：バッテリがロー バッテリ状態に達してい 

ます 




• オレンジ色に点灯： AC アダプターが接続されていて、 

バッテリが充電中です 




• ミ肖灯： コン ピューターは DC 電源を使用しています 

(9) 

な 

電源コネクタ 

AC アダプターを接綿します 
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左側面の各部 



貸 ◎ 


名称 


説明 

(1) 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに 
接続します 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあり 
ますが、コンピューターの盗難や誤った取り巧いを完全に 
防ぐものではありません 

(2) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

ま記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

。） 

USB 2.0 ポート 

別売の USB 2.0 デバイスを接続します 

注記： 各種 USB ポートについて詳しくは、 50ページの 
「USB (Universal Serial Bus ) デバイスのイ重用 [ を参照し 
てください 


(4) オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/ 別売または市販の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 

i t 才ーディオ入力（マイク）コネクタ フナン、イヤフナン、ヘッドセット、またはテレビに接続 

一 したときに、サウンドを出力します。別売または市販の 

へッドセットマイクもここに接続します。このコネクタ 
は、別売または市販のマイクのみのデバイスには対応して 
いません 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用してください。ま全に関する 
情報に ついて 詳しくは、『規定、ま全、および環境に関する 
ご注意]]を参照してください 

ま記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 

ま記： デバイスケーブルが、オーディオ出力（ヘッド 
フォン）およびオーディオ入力（マイク）の両方をサポー 
卜する4なコネクタを備えていることを確認します 
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名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用中です 

(3) 

HP Truevision Web カメラ 

動画の録画、静止画像の撮影、および、動画のストリーミング 
によるビデオ会議やオンラインチャットができます 



スタート画面から Web カメラを使用するには、 「 C 」 と入力して 
に yberLink YouCam] を選巧します 

(4) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 

* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物 
を置かないでください。お住まいの国または地域の無線に関するち見を情がについては、『規を、を全、および環境に関する 
ご;主意 J 1 を参照してください。このガイドを表示するには、スタート画面で [HP S 叩 port Assis ね nt] アプリケーシヨンを 
選巧し、[マイコンピューター]^[ユーザーガイド]の順に選巧します 
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表面の各部 

タツチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドランプ 

• オレンジ色：タッチパッドがオフになっています 

• 消灯：タッチパッドがオンになっています 

(2) 

タッチパッドオン/オフ切り替え機能 

タッチパッドをオンまたはオフにします 

(3) 

タッチパッドゾーン 

画面上のポインターを動かして、画面上の項目を選巧した 
り、アクテイブにしたりします 

を記： タッチパッドは、エッジスワイプジェスチヤもサ 
ポートします。詩しくは、 33ぺージの「エッジスワイ 
ブ！ を参照してください 

(4) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(5) 

ちのタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 
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名称 



説明 

(1) 

の 

電源ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 点滅：コンピューターがスリープ状態で、省電カモード 

になっています。コンピューターはディスプレイおよ 
びその他の不要なコンポーネントの電源をオフにしま 
す 




• 消灯：コンピューターの電源がオフカ、、ハイバネーシヨ 

ンが韻になっています。ハイバネーシヨンは、最小限 
の電力を使用する省電カモードです 




ま記： 一部のモデルでは、インテルラピッド■スタート- 
テクノ ロジー機能が出荷時に有効に誤をされています。ラ 
ピッド.スタート.テクノロジーを使用すると、操作してい 
なかったコンピューターが稼働状態にすばや< 復帰できま 
す。註し < は、 39ぺージの「インテルラピッド-スター 
卜■テクノロジー（一部のモデルのみ） I を参照してくださ 
い 

(2) 


Caps Lock ランプ 

白色 ： Caps Lock がオンになっていて、アルフ アベッ トが大 
文字で入力されます 

(3) 

が 

ミュート（消■音）ランプ 

• オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 

います 




• 消灯：コンピューターのサウンドがオンになっています 
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名称 



説明 

(4) 

(が 

無線ランプ 

• 白色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) 

デバイスや Bluetooth ⑥デバイスなどの内蔵無線デバイ 
スの電源がオンになっています 




• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 

す 

(5) 


タッチパッドランプ 

• オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 




• 消灯：タッチパッドがオンになっています 


ボタンおよびスピーカー 
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名称 説明 


り） 'I 、 電源ボタン • コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 

f リ すと、電源が入ります 

• コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短く 
押すと、スリープが終了します 

• コンピューターがハイバネーシヨンが態のときにボタ 
ンを短く押すと、ハイバネーシヨンが終了します 

を意： 電源ボタンを押し続けると、保ちされていない情報 
は失われます 

コンピューターが応答せず、 Windows の シャツ トダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5砂程度押したまま 
にすると、コンピューターの電源が切れます 

を記： 一部のモデルでは、インテルラピツド-スタート- 
テクノ ロジー機能が出荷時に有効に設定されています。ラ 
ピツド■スタート■テクノロジーを使用すると、操作してい 
なかったコンピューターが稼慟状態にすばや〈復帰できま 
す。詳しくは' ：39ページの「インテルラピツド-スター 
卜■テクノロジー（一部のモデルのみ）」 .を参照してくださ 
い 

電源の設定に関する詳しい情報を調べるには、下の操作を 
巧います 

1. スタート画面から、「コントロール」と入力します 

2. [ コントロールパネル ]^ [ ハードウ : L アとサウンド ] 

一[電源オプション]の順に選択するか、 38 ページの 
「電源の管理」 を参照します 


(2) スピーカー（ジ） サウンドを出力します 
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キ— 


⑦感啜@ (0@@(0@@颇 



〇〇〇 〇 © 



名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 

fn キー 

esc キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 


(3) ■■ Windows ロゴキー 開いているアプリケーシヨンまたはデスクトップから、ス 

タート画面に戻ります。 


を記 ： Windows ロゴキーをもう一度巧すと、前の画面に 
戻ります。 


(4) 


操作 キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(5) 


Windows アプリケーシヨンキー 

選択したオブジェクトのオプションを表示します 

= 
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暴面の各部 



名称 



説明 

(1) 


バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(2) 

a 

バッテリロック 

バッテリのロックを解除します 

(3) 


通気孔 ( x 4) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 




を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を巧っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(4) 

a 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 


裏面の各部 


15 


























ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。これらのラベルは、容易に確認できる 
場巧に貼付されています。 

• サービスラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


を記： ラベルの外観は、図と多少異なる場合があります。 



な 


1 


名称 

(1) 

製品名 

(2) 

シリアル番号 

(3) 

製品番号 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説明（一部のモデルのみ） 


これらの情報は、 HP のサポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。サービスラベル 
は、コンピューターの裏面に貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、コン 
ピューターの裏面に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル：無線デバイスに関する情報、および認定各国または各地域の一部の認定 
マークが記載されています。お使いのモデルの コン ピューターには無線デバイスが1つな上搭 
載されています。そのため、お使いの コン ピューターには、認定ラベルが1つレ: i 上貼付されてい 
ます。日本国外で無線デバイスを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線 
認を/認証ラベルは、 コン ピューターの裏面に貼付されています。 
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3 ネットワークへの接続 


お使いのコンピユーターは、 どこへ でも持ち運べます。しかし、自宅にいるときでも、コンピユー 
夕一を有線または無線ネッ トワークに接続して使巧すれば、世界中を検索して何百万もの Web サイ 
卜の 情報にアクセスできます。 この 章では、ネットワークで世界と接続する方まに ついて 説明しま 
す。 


無線ネットワークへの接続 

無線巧術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 

コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエリア 
ネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）にお続しま 
す。無線 LAN では、コンピューターのモバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アクセ 
スポイントと通信します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピュータ ー 、電話機、プリンタ ー 、ヘッド 
セット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク （ PAN ) 
を確立します。 PAN では、各デバイスが化のデバイスと直接通信するため、デバイス同±が比 
較的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 


無線は術について詳しくは、[ヘルプとサポート]に記載されている情報および Web サイトへのリンク 
を参照してください。スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 

無線コントロールの使用 

な下の機能を使用して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタン、無線スイッチ、または無線キー（この章では無線ボタンと呼びます） 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線ボタンの使用 

コン ピューターには無線ボタン、1つな上の無線デバイス、1つの無線ランプがあります。出荷時の 
設定では、 コン ピューターのすベての無線デバイスは有効になっているため、 コン ピューターの電源 
を入れると白色の無線ランプが点なします。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスのが態を表す 
ものではありません。無線ランプが白色の場合は、少なくとも1つの無線デバイスがオンになって 
いることを示しています。無線ランプがオレンジ色に点灯している場合は、すべての無線デバイス 
がオフになっていることを示しています。 
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出荷時の設定ではすべての無線デバイスがち効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへのち 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

オペレーティングシステムの制御機能を使用するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で「ネットワーク」と入力して[設定]を選巧します。 

2. [ネットワークと共ちセンター ] を選巧します。 

詳しくは、スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選巧してください。 

無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN ) にアクセスできます。 


度 f ; ま記： 無線ルーターと無線アクセスポイントという巧語は、同じ意味で使用されることがよくあ 
ります。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 

• ホームオフィス無線 LAN やスモールオフィス無線 LAN では通常、無線ルーターを使巧して、 
複数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウてアは必要ありません。 

お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを巧用するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続 
する必要があります。 

インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

自宅でインターネットアクセスをセットアップする場合は、インターネットサービスプロバイ 
ダー(に P ) のアカウントを設定する必要があります。インターネットサービスの申し込みおよび 
モデムの購入については、利巧する旧 P に問い合わせてください。ほとんどの旧 P 力 《 、モデムのセッ 
トアップ、無線ルーターをモデムに接続するためのネットワークケーブルの取り付け、インターネッ 
トサービスのテストなどの作業に関するサポートを提供しています。 


を記. インターネットにアクセスするためのューザー ID およびパスワードは、利用する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録して安全な場巧に保管しておいてください。 
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無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットにち続するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダーが提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルーター （2) (別売） 

• 無線 コン ピュ ータ ー (3) 


|§^ま記 ： 一部のモデムには、無線ルーターが内蔵されています。モデムの種類については、に P に問 
い合わせて確認してください。 


な下の図は、インターネットにち続している無線ネットワークの設置例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはに P から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはインターネットサービスプロ 
バイダー(旧 P) から提供されている情報を参照してください。 


I ■券を 記： 最ネ刀にルーターに付属しているネットワークケーブルを使用して、新しい無線 コン ピュー 
夕—をルーターに接続することをおすすめします。コンピューターが正常にインターネットに接続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできます。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既巧の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能をち効にして、不正アクセスからネットワークを保護して〈ださい。無線 LAN スポットと呼ばれ 
るインターネットカフIや空港などで利巧できる公を無線 LAN では、セキュリティ巧まが取られて 
いないことがあります。無線 LAN スポットに接続するときにコンピューターのセキュリティに不ま 
がある場合は、ネットワークにち続しての操作を、機密性の化い電子メールや基本的なネットサー 
フ ィン程度に とどめて おいてく ださい。 

無線信号はネットワークの外に出てしまうため、保護されていない信号を他の無線 LAN デバイスに拾 
われる可能性があります。事前にな下のような対策を取ることで無線 LAN を保護します。 


• ファイアウォールを使用する 

ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチェックし、疑わし 
いデータを破棄します。利巧できるファイアウォールには、ソフトウェアとハードウェアの両方 
があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使用します。 


• 無線を暗号化する 
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無線の暗号化では、セキュリティ設定によってネットワークから送信されるデータの暗号化と復 
号化を行います。詳しくは、スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択 
してください。 

無線 LAN への 接続 

無線 LAN に接続するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。ナンになっている場合は、無線ラン 
プが白色に点なしています。無線ランプがオレンジ色に点灯している場合は、無線ボタンを押 
します。 

2. デスクトップで、タスクバーのち端の通知領域にあるネッ トワー クステータスアイコンをタッ 
プして巧し続けるかクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [按続]をクリックします。 

無線 LAN がセキュリティ設をミきみの無線 LAN である場合は、セキュリティコードの入力を求 
めるメッセージが表示されます。コードを入力し、[〇のをクリックして接続を完了します。 


を記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいる可能性があります。 

を記： 接続したい無線 LAN が表示されない場合は、デスクトップでネットワークステータス 
アイコンをちクリックし、[ネットワークと共ちセンターを開 <] を選択します。[新しい接続ま 
たはネットワークのセットアップ]をクリックします。オプションの一覧が表示されて、手動で 
検索してネットワークに接続したり、新しいネットワーク接続を作成するなどの操作を選択でき 
ます。 


を結完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接結の名前およびステータスを確認できます。 


を記： 動作範囲（無線信号が届く範困）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁やホな 
どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コン ピュ ーター(デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフ オン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディナデバイス（へッドセット、スピーカー ） 

• マウス 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアッー 
ピア機能を提巧します。 Bluetooth デバイスの設定と使用ちまについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 
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有線ネットワークへの接続 

お使いのコンピューターは、口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への有線接続をサポートしてい 
ます。 LAN 接続ではネットワークケーブルを使用しており、電話ケーブルを使用するモデム接続よ 
りも大幅に高まで接続できます。どちらのケーブルも別売です。 


么 警告！ 义傷や感電、义災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

コンピューターを自宅のルーターに直接接続する（無線で作業しない）場合、または会社の既存の 
ネットワークに接続する場合は、 LAN 接続を使巧します。 

LAN に接続するには、8ピンの RJ -45 (ネットワーク）ケーブルを使巧する必要があります。 

ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントまたはルーターに差 
し込みます（2)。 


Pf を記： ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア 
が取り付けられている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端をコンピューター側 
に向けます。 
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4 エンターテイメント機能を楽しむ 


HP 製コンピューターをエンターテイメントのハブとして巧用して、 Web カメラを巧ったソーシャル 
ネットワーキングを行ったり、音楽の再生や管理をしたり、映画のダウンロードや視聴を行ったりで 
きます。または、コンピューターをさらに強力なエンターテイメントセンターにするには、モニ 
夕一、プロジェクター、テレビ、またはスピーカーとヘッドフォンなどの外付けデバイスをち結しま 
す。 


コン ピューターの エン ターテイ メン ト機能のいくつかをな下に示します。 



名称 


説明 

(1) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用中です 

(2) 

HP Truevision Web カメラ 

動画の録画、静止画像の撮影、および、動画のスト 
リーミングによるビデオ会議やオンラインチ ヤツ 
卜ができます 



Web カメラを使用するには、スタート画面から 「 C 」 

と入力し、に yberLink 丫 ouCam] を選択します 
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名称 



説明 

(3) 


内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(4) 

Homi 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオー 
ディオデバイス、対応するデジタルコンポー本ン 
卜やオーディオコンポーネント、または高速 HDMI 
デバイスを按続します 

(5) 


US 巨 3.0 ポート 02) 

別売の USB 3.0 デバイスを接続します。拡張され 
た USB の強力なパフオーマンスが引き出されます 

を記： 各種 USB ポートについて詳しくは、 

50ぺージの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイ 

スの使用1 を参照してください 

(6) 


スピーカー Cx 2) 

サウンドを出力します 

(7) 

n 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネ 
クタ/オーディオ入力（マイク）コネク 
夕 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、 

へッドフオン、イヤフオン、へッドセット、または 
テレビのオーディオ端子などに接続したときに、サ 


ウンドを出力します別売または市販のへツドセツ 
トマイクもここに接続します。このコネクタは、 
別売または市販のマイクのみのデバイスには対応し 
ていません 


警告！ 突然大きな音が出て百を傷めることがない 
ように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イ 
ヤフホン、またはへッドセットを使用してくださ 
い。ま全に関する情報について詳しくは、『規定、 
ま全、および環境に関するごミ主意』を参照してくだ 
さい 


を記： コネクタにデバイスを按続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

を記： デバイスケーブルが、オーディオ出力（へッ 
ドフホン）およびオーディオ入力（マイク）の両方 
をサポートする4芯コネクタを備えていることを確 
認します 


(8) ■ : USB 2.0 ポート 別売の USB 2.0 デバイスを接続します 

を記： 各種 USB ポートに ついて 詳しくは、 

50ページの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイ 

スの巧用 J を参照してください 
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Web カメラの使用 

お使いのコンピューターには、ソーシャルネットワーキングの強力なツールである Web カメラが内 
蔵されています。 Web カメラを使用すると、すぐ隣にいる友人や同僚とも、地球の裏側にいるち人や 
同僚とも、同じように間近に感じるコミュニケーシヨンが取れます。 Web カメラを巧巧すると、イ 
ンスタントメッセージソフトウ I アによる動画のストリーミング、動画の撮影や共有、および静止 
画像の撮影が行えます。 

▲ スタート画面から Web カメラを起動するには、 「 C 」 と入力し、アプリケーシヨンの一覧から 

[CyberLink YouCam] を選巧します。 


Web カメラの使用方まについて詳しくは、アプリケーシヨンのヘルプを参照してください。 


オーディナの使用 

お使いの HP 製コンピューターでは、音楽のダウンロードや再生、 Web 上の才ーディオコンテンツ 
(ラジオなど）のストリーミング、才ーディオの録音、才ーディオとビデオの組み合わせによるマル 
チメディアの作成などが巧能です。才ーディオを聴く楽しみを広げるには、スピーカーやヘッド 
フォンなどの外付け才ーディオデバイスを接続します。 

スピーカーの接続 

ち線のスピーカーをコンピューターに接続する場合は、コンピューターまたはドッキングステー 
シヨンの USB ポート（または才ーディオ出カコネクタ/才ーディオ入カコネクタ）に接続します。 

無線スピーカーをコンピューターに接続するには、デバイスの製造元の説明書に沿つて操作してくだ 
さし、。 HD 対応スピーカーをコンピューターに接結するには、 27 ぺージの 「 HDMI ナーディナの設 
を L を参照します。スピーカーを接続する前に、音量を下げます。 

へッドフォンの接続 

ち線のへッドフォンは、コンピューターの才ーデイオ出カコネクタ/才ーデイオ入カコネクタにお結で 
きます。 


無線のヘッドフォンをコンピューターに接続するには、デバイスの製造元の説明書に沿って操作して 
ください。 


么 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量を下げてからヘッドフォン、イヤ 
フォン、またはヘッドセットを使用してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規定、を 
全、および環境に関するご注意 J を参照してください 


へッドセットのマイクの接続 

才ーディオを録音するには、コンピューターの才ーディオ出カコネクタ/才ーディオ入カコネクタに 
へッドセットマイクを接続します。良好な録音結まを得るため、直接へッドセットマイクに向 
かって話し、雑音がないように設定して録音します。 
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サウンドの確認 

お使いのコンピューターの才ーディオ機能を確認するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. スタート画面で「コントロ ール」と入力して [コントロ ー ルパネル] を選択します。 

2. [ハードウェアとサウンド]一[サウンド]の順に選巧します。 

3. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブを選がします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選巧してから、[テスト]をクリックします。 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で「サウンド」と入力して [サウンドレコーダー] を選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、ヘッドセットのマイクに向かって話します。デスクトップにファ 
イルを保存します。 

3. マルチメディアプログラムを開き、録音内容を巧生します。 

コンピューターのオーディナ設定を確認または変更するには、な下の操作を行います。 

1. スタート 画面で 「コントロール」 と入力して [コントロールパネル] を選択します。 

2. [ハードウェアとサウンド]一[サウンド]の順に選巧します。 

動画の使用 

おほいの HP 製コンピューターは強力なビデオデバイスであり、ネットワークに接続しないでお気に 
入りの Web サイトの動画のストリーミングを視聰したり、動画や映画をダウンロードしてコン 
ピューター上で視耽、したりできます。 

コンピューターのビデオコネクタに外付けモニター、プロジェクター、またはテレビを接続するこ 
とで、視聴の楽しみが広がります。お使いのコンピューターには、 HDMI ( High-Definition Multime 址 a 
Interface ) コネクタが搭載されており、 HD 対応のモニターまたはテレビに接続できます。 


重要： 外付けデバイスが、正しいケーブルを巧巧してコンピューター上の正しいコネクタに接続さ 
れていることを確認してください。デバイスの製造元の説明書を確認してください。 

HDMI デバイスの接続 

隐^ま記 : HDMI デバイスをコンピューターに接続するには、別売の HDMI ケーブルが必要です。 


動画の使巧 25 






HD 対•応のテレビまたはモニターで コン ピューターの表示画面を見るには、な下の手順に従って HD 
対応のデバイスを接続します。 

1. HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端を HD 対応のテレビまたはモニターに接続します。 

3. f 4 キーを巧すと、コンピューターの表示画面がな下の4つの表示状態の間で切り替わります。 

• PC 画面のみ：コンピューター本体の画面にのみ表示します。 

• 重複：コンピューター本体および外イ寸けデバイスの両方の画面に同時に表示します。 

• 拡張：コンピューター本体および外付けデバイスの両方にわたって画像を化張します。 

• セカンドディスプレイのみ：外付けデバイスの画面にのみ表示します。 
f 4 キーを巧すたびに、表示状態が切り替わります。 

を記： 特に「拡張」オプションを選択した場合に、外付けデバイスの解像度を調整してくださ 
し、。スタート画面で「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択します。[デス 
クトップのカスタマイズ]を選択します。最適な解像度にするには、[ディスプレイ]で[画面の 
解像度の調整]を選択します。 
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HDMI オーディナの設定 

HDMI は、 HD 対応のビデオと才ーディオをサポートする唯一のビデオインターフ X イスです。 

HDMI 対応のテレビをコンピューターに接続した後、な下の操作を行って HDMI 才ーディオをオンに 
できます。 

1. Windows デスクトップから、タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちク 
リックし、[巧生デバイス]を選択します。 

2. [再生]タブで、デジタル出カデバイスの名前を選巧します。 

3. [既を値に設定] 一 [〇のの 順に クリック します。 

才ーディオのストリーミングをコンピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. Windows デスクトップから、タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちク 
リックし、[巧生デバイス]をクリックします。 

2. [再生]タブで、[スピーカーおよびヘッドフォン]をクリックします。 

3. [既を値に設を] 一 [〇のの 順に クリック します。 

インテルワイヤレス■ディスプレイの使用（一部のモデルのみ） 

インテルワイヤレス■ディスプレイを使巧すると、別売の無線アダプターを使用してコンピューター 
のコンテンツを無線で受信デバイスやディスプレイデバイス （ HDTV 、 モニター、プロジェクター、 
ゲームコンソール、ブルーレイプレーヤー、 DVR など）に送信できます。無線アダプターの巧巧 
について詳しくは、製造元の説明書を参照してください。 

▲ スタート画面からインテルワイヤレス•ディスプレイを開くには、 「 Intel 」 と入力し、 [Intel 
WiDi] (インテルワイヤレス•ディスプレイ）を選択します。 


I ■皆を 記： ワイヤレス-ディスプレイ機能を使巧するには、無線デバイスがオンになっていることを確 
認しておく必要があります。 


オーディオファイルおよびビデオファイルの管理 

[CyberLink PowerDVD ] (-部のモデルのみ）を使用すると、才ーディオおよびビデオのコレクシヨ 
ンを管理および編集できます。 

▲ スタート画面から [CyberLink Power DVD ] を開くには、 「 c 」 と入力して [CyberLink PowerDVD] 
を選択します。 


[CyberLink PowerDVD ] の使用方まじついて詳しくは 、 [CyberLink PowerDVD ] ソフトウエアの ヘルプ 
を参照してください。 
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5 タッチジェスチヤ、ポインティングデバ 
イス、およびキーボードを使用した操作 


お使いのコンピューターでは、キーボードとマウスに加え、タッチジェスチャを使用して操作が行 
えます。タッチジェスチヤは、コンピューターのタッチパッドで使用できます。 


を記. 外付け USB マウス（別売）は、コンピューターの USB ポートのどれかに接続できます。 


お使いのコンピューターに付属している 『Windows 8の基本操作』を参照してください。このガイ 
ドは、タツチパッドまたはキーボードを使用した一般的なタスクを実行する方法に関する情報を提供 
します。 


お使いのコンピューターのキーボードには、通常のタスクを実行するための特殊な操作キーまたは 
ホットキー機能も含まれています。 
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タッチパッドの使用 

タッチパッドを使用すると、簡単な指の動きによってコンピューターを操作できます。 

設定、ボタンの構成、クリック速度、およびポインターオプションを変更することで、タッチジエ 
スチヤをカスタマイズできます。スタート画面で「コント ロール J と入力します。[コント ロール 
パネル]一[ハードウエアとサウンド]の順に選択します。[デバイスとプリンター]から[マウス]を 
選がします。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドをナフまたはオンにするには、タッチパッドオン/オフ切り替え機能をすばやくダブル 
タップします。 

タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプは消なしています。 



タッチパッドではさまざまな種類のジェスチャがサポートされており、指でスクロール、スワイプ、 
ピンチ、回転などを行ってスクリーンの項目を操作できます。 
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タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドを使用すると、指で画面のポインターを制御できるようになります。 

(- ヒント： タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスの対応するボタンと同様に機能します。 

ま記： プログラムによっては、一部のタッチパッドジ I スチヤに対応していない場合があります。 

個々のジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で「コントロール」と入力します。[コントロールパネル]一[ハードウェアとサ 
ウンド]の順に選択します。 

2. [Synaptics TouchPad ] を選択します。 

3. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤをオフまたはオンにするには、な下の操作を行います。 

1. [Synaptics TouchPad ] 画面で、オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボック 
スにチェックを入れるか、チェックを外します。 

2. [ Apply ] (適巧）一 [ OK ] の順にクリックします。 

タップ 

画面上で選択するには、タッチパッドのタップ機能を使巧します。 

• 画面上の項目にポインターを置いてから、タッチパッドゾーン上を1本の指でタップして選択 

します。項目をダブルタップして開きます。 

~ タッチパッド上で選択した項目をタップして押したままにすると、その項目に関する情報を 

提供するヘルプ画面が表示されます。 
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スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに動かすときに便利です。 

• 2本の指を少し離してタッチパッドゾーンに置き、上下左右にドラッグします。 



ピンチ/ズーム 

ピンチ/ズームを使巧すると、画像やテキストをズームアウトまたはズームインできます。 

• タッチパッドゾーン上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げると 
ズームインできます。 

• タッチパッドゾーンで2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭める 
とズームアウトできます。 
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エッジスワイプ 

エッジスワイプ（画面端スワイプ）を使用すると、設定の変更やアプリケーションの検索および使 
用などのタスクを実行できます。 

右端スワイプ 

ち端スワイプでは、チヤームに表示して、検索、共有、アプリケーションの起動、デバイスへのアク 
セス、設をの変更などを実行できます。 

• 指をち端からゆっくりとスワイプさせてチヤームを表示します。 
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上端スワイプ 

上端スワイプを使用すると、スタート画面で巧巧できる[すべてのアプリ]にアクセスできます。 

隊 Min ~ 上端ジェスチヤの操作結まは、アクティブになっているアプリケーシヨンによって異なりま 

う 〇 

• 指を上端からゆつくりとスワイプさせて使用可能なアプリケーシヨンを表示します。 



左端スワイプ 

左端スワイプを使用すると、開いているアプリケーシヨンを表示してすばやく切り替えることができ 
ます。 

• タッチパッドの左端から指を滑らせて、アプリケーシヨンを切り替えます。 
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キーボードおよびマウスの使用 

キーボードおよびマウスを使用すると、文字の入力、項目の選択、スクロールや、タッチジ I スチャ 
を使用する場合と同じ機能の実行が可能です。キーボードを巧巧すると、操作キーおよびホット 
キーを使って特定の機能も実行できます。 


巧； ■ヒント： キーボードの Windows ロゴキーを使用すると、開いているアプリケーシヨンや 

Windows デスクトップからスタート画面にすばやく戻ることができます。もう一度 Windows ロゴ 
キーを押すと、前の画面に戻ります。 

ま記： 国または地域によっては、キーボードに含まれるキーおよびキーボード機能がこの項目での 
説明と異なる場合もあります。 


操作キーの使用 

操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 f 1~ f 4 および f 6 〜 f 12 の各キーのアイ 
コンは、操作キーに割り当てられている機能を表します。 

操作キーの機能を使用するには、そのキーを押したままにします。 

操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアップューティリティ 
( BIOS ) で無効にできます。セットアップューティリティ （ BIOS ) を開いたときの手順については、 
64 ぺージの「セットアップューティリティ （ BIOS ) およびシステム該断の巧用 I を参照し、画面 
下部の説明に沿つて操作してください。 

操作キーの機能を無効にした後で割り当てられた機能を有効にするじは、 fn キーを適切な操作キーと 
組み合わせて押します。 


么を 意： セツトアップ ユーテイ リティで設定変更を行う場合は、細むのを意をキムってください。設 
定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


アイコン 

キー 

説明 

? 

f 1 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、チュートリアル、 

Windows オペレーティングシステムとコンピューターに関する情報、質問への回答、 
およびコンピューターへのアップデートファイルなどが提供されます 



また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓口へのアクセスも提供さ 
れます 

み 

f 2 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

味- 

巧 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

〇| 

f 4 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター 
本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 



ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオちまを使用してコンピューターか 
らビデオ情報を受け取ります。この操作キーでは、コンピューターからビデオ情報を 
受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができます 

… 

f 6 

オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生します 
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アイコン 

キー 

説明 

►II 

f 7 

オーディオ CD や DVD の再生を開お、一時停止、または再開します 

… 

f 8 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生します 

4 - 

f 9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合で徐々に下がります 

か 

f 10 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合で徐々に上がります 

が 

f 11 

スピーカーの音をミ肖したり元に戻したりします 

(が 

f 12 

無線機能をオンまたはオフにします 

を記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセットアップされてい 
る必要があります 


Microsoft Windows 8 シヨートカットキーの使用 

Microsoft Windows 8では、操作を素早く実行するためにシヨートカットが用意されています。し、く 
つかのシヨーカットは、 Windows 8の機能を使用するときに役立ちます。 Windows ロゴキ ー 55 
を操作を実行するキーと組み合わせて巧します。 

Windows 8シヨートカットキーについて詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。ス 
夕ート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選巧します。 


シヨートカツトキー 


シヨー ト 
カツ h 
キー 


キー 

説明 

—— 

〜 



開いているアプリケーションまたはデスクトップからスタート画面 
に戻ります。このキーをもう一度押すと、前の画面に戻ります 

mm 
—— 

+ 

C 

チヤームが開きます 

—— 

〜 

+ 

d 

デスクトップが開きます 

mm 

〜 

+ 

tab 

開いているアプリケーションを切り替えます 

を記： 目的のアプリケーションが表示されるまで、このキーの組み 
合わせを押し続けます 

alt 

+ 

f 4 

アクテイブなアプリケーションが閉じられます。操作キーの設定に 


より、実行される操作が異なります。詳しくは「操作キーの使用」を 
参照してください 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 ゎ キーと esc キーの組み合わせです。 

ホットキーを巧巧するには、な下の操作を行います。 

▲ fn キーを短く押し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを短〈押します。 


機能 

ホットキー 

説明 

システム情報の表示 

fn + esc 

システムの ハー ドウ エアコ ン ポー ネントやシステム BIOS の バー 
ジョン香号に関する情報が表示されます 
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6 


電源の管理 


お使いのコンピューターは、バッテリ電源または外部電源で動作できます。コンピューターがバッテ 
リ電源でのみ動作しており、外部電源を巧巧してバッテリを充電することができない場合は、バッテ 
リ残量を監視し、節約することが重要です。お使いのコンピューターでは、電源を使用したり節電し 
たりする方法を管理できる電源プランがサポートされているため、コンピューターのパフオーマンス 
と節電のバランスを取ることができます。 
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スリープおよびハイバネーシヨンの開始 

Windows には、スリープとハイバネーシヨンの2つの省電力設定があります。 

• スリープ：バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が 
一定時間続いた場合に、自動的にスリープ状態が始まります。作業中のデータがメモリに保存 
されるため、非常に迅速に作業に戻れます。手動でスリープを開始することもできます。詳し 
くは、 39 ぺージの「スリープの開始および終了 I を参照してくださし、 

• ハイバネーシヨン：バッテリが完全な口ーバッテリ状態になると、ハイバネーシヨン状態が自 
動的に開始されます。ハイバネーシヨン状態では、データがハードドライブのハイバネーシヨ 
ンファイルに保存されて、コンピューターの電源が切れます。 


[§^ま記： ハイバネーションを手動で開始する場合は、[電源オプション]を使用してハイバネーショ 
ンを有効 I こする必要があります。詳しくは、 40 ぺージの「ューザーによっても己動 さ れるハイ 
バネーシヨンの開始 およゴ强 rj を参照してください 


么を 意： 才ーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープを開始しないでください。 

ま記： コンピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、無線接続やコンピユー 
夕 一の機能を実行することが一切できなくなります。 


インテルラピッド■スタート-テクノロジー(-部のモデルのみ） 

-部のモデルでは 、 Intel RST (Rapid Start Technology :ラピッド■スタート■テクノ ロジ ー) 機能 
が初期設をで有効になっています。ラピッド-スタート-テクノ ロジーを使巧すると、操作してい 
なかったコンピューターが稼働が態にすばやく復帰できます。 

ラピッド-スタート-テクノ ロジーは、節電オプションをな下のように管理します。 

• スリープ：ラピッド-スタート■テクノロジーを使用することで、スリープ状態が選択できるよ 
うになります。スリープ状態を終了するには、任意のキーを押すか、タッチパッドを操作する 
か、電源ボタンを短く押します。 

• ハイバネーション：ラピッド.スタート.テクノロジーは、バッテリ電源を巧巧しているときも 
外部電源を使巧しているときも操作しないが態が続いてスリープ状態になっている場合、または 
完全な口ーバッテリ状態に達した場合にハイバネーションを開始します。ハイバネーション 
の開始後、作業を再開するには電源ボタンを押します。 


を記： ラピッド■スタート■テクノロジーは、セットアップユーティリティ旧 IOS ) で無効にで 
きます。ハイバネーション状態を開始可能にする場合は、[電源オプション]を巧巧してユーザーに 
よって起動されたハイバネーションを有効にする必要があります。 40 ぺージの「ユーザーによつ 
て起動されるハイバネーシヨンの閣抱およ。' - を参照してくださし、。 


スリープの開始および終了 

コンピューターの電源が入っているときじスリープを開始するには、な下のどちらかの操作を行いま 
す。 


• ディスプレイを閉じます。 

• スタート画面で、画面のち上隅またはち下隅をポイントします。チヤームの一覧が開いたら、 
隙を]一博源]アイコンー[スリープ]の順にクリックします。 
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スリープ状態を終了するには、レ^下の操作を行います。 


• 電源ボタンを短〈押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボードのキーを巧します。 

• タッチパッドで、タップするか指を滑らせます。 

コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻りま 
す。 

陵 f ;ま記: 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

ユーザーによって起動されるハイバネーションの開始および終了 

[電源オプション]を使巧すると、ユーザーによって起動されたハイバネーションを有効にして、その 
他の電源設定およびタイムアウトを変更することができます。 

1. スタート 画面で 「コントロ ール」と 入力し、 [コントロ ールパネル] 一 [ハードウエアとサウン 
ド]一[電源オプション]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[電源ボタンの動作の選択]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [電源ボタンを押したときの動作]領域で、[休止状態]を選がします。 

5. [変更の保存]をクリックします。 

ハイバネーションを終了するには、電源ボタンを短〈巧します。電源ランプが点灯し、作業を中断 
した時点の画面に戻ります。 

~ 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーションが態が終了したときにパスワードの入力をボめるようにコン 
ピューターを設定するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で「コントロ ール」と入力し、 [コントロ ー ルパネル] 一[ハードウエアとサウン 
ド]一[電源オプション]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨） ] をクリックします。 

~ユーザーアカウントを作成したり、現在のユーザーアカウントを変更したりする場合 

は、[ユーザーアカウントパスワードの作成または変更]をクリックしてから、画面に表示され 
る説明に沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がな 
い場合は、手順 SI こ進んでください。 

5. [変更の保存]をクリックします。 
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電源メーターおよび電源設定の使用 

電源メーターが Windows デスクトップにあります。電源メーターを使巧すると、すばやく電源設定 
にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したりできます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、 Windows デスクトップで[電源メータ ー] アイコ 
ンをポイントします。 

• 電源オプションを使用したり、電源プランを変更したりするには、[電源メータ ー] アイコンをク 
リックして一覧から項目を選択します。スタート画面で「コントロール」と入力し、[コント 
口ールパネル]一[ハードウIアとサウンド]一[電源オプション]の順に選択することもできま 
す。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メータ ー] アイ 
コンのおの違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全な口一 
バ ッ テリ 状態に なった 場合に その メッセー ジも 表示され ます。 
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電源プランの選択 

コンピューターの電源の使巧ちまを管理する電源プランによって、電力を節約し、パフォーマンスを 
最大限に向上させることができます。電源プランを変更するには、スタート画面で「コント ロール」 
と入力し、 [コントロールパネル] 一 [ハードウて アとサウンド]一[電源 オプション] の順に選択しま 
す。 


な下の電源プランを利用できます。 

• HP 推奨（推奨）：対応するハードウてアで自動的にパフォーマンスとエネルギー消‘費のバラン 
スを取ります。 

• 省電力：可能な場合にシステムのパフォーマンスと画面の輝度を化下させることによって電力 
を節約します。 

• 高パフォーマンス：パフォーマンスを優先しますが、エネルギー消費量が増える可能性があり 
ます。この電源プランを使巧すると、充電から次の巧電までのバッテリ寿命が短くなります。 
[追加プランの表示]をクリックしてこの電源プランを選択します。 

また、独自の電源プランを作成したり、その電源プランをカスタマイズしたりすることによって、コ 
ンピューターの使用方まを二ーズに合わせて変更できます。 

[電源 オプション] を使巧するには、 スタート 画面で 「コントロール」と 入力し、 [コントロール パネ 
ル]一 [ハー ドウエアとサウンド]一[電源オプション]の順に選択します。 
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バッテリ電源での駆動 

充電ミきみの/《ッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、 コン ピューターはバッテリ電源 
で動作します。巧電ミきみのバッテリを装着した コン ピューターから AC アダプターを取り外すと、電 
源が自動的にバッテリ電源に切り替わり、バッテリ電源を節約するために画面の輝度が下がります。 
バッテリを コン ピューターに装着したままにしておくと、 コン ピュータ ー を外部電源に接続していな 
い場合は、 コン ピューターがオフのときでもバッテリはお々に放電していきます。 

コン ピューターのバッテリは消'お品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

ユーザーが交換可能なバッテリの取り外し 


么 警告！ けがや事故、および機器の故障などのを全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を巧巧 
する場合は、コンピューターにイ寸属しているユーザーが交換可能なバッテリ、 HP が提供する交換用 
バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使巧してください。 

么を 意： コンピューターの電源としてユーザーが交換可能なバッテリのみを使用しているときにその 
バッテリを取り外すと、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損 
失を防ぐため、作業中のデータを保巧するか Windows の通常の手順でシャットダウンしておいてく 
ださい。 


バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの底面が上になるように、を定した平らな場所に置きます。 

2. バッテリロックをスライドさせて（1)、バッテリの固定を解除します。 

3. バッテリリリースラッチをスライドさせて口）バッテリの固定を解除します。 

4. 中央からバッテリをスライドし（3)、コンピューターから取り外します。 



を記： バッテリリリースラッチは、自動的に元の位置に戻ります。バッテリロックは、ロック 
解除の状態のままになります。 
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バッテリに関する情報の確認 

バッテリの状態を監視する場合、またはバッテリが充電されなくなった場合は 、 [HP Support 
Assis ね nt ] で [ HP バッテリ チェック ] を実行してください。バッテリ情報を表示するには、スタート 
画面で [HP Support Assistant] アプリケーシヨンを選択し、 [バッ テリおよびパフナーマンス]を選 
択します。 


[HP Support Assistant ] では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バツテリテスト 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 

バッテリ情報を表示するには、スタート画面で [HP Support Assistant] アプリケーシヨンを選択し、 
[バッテリおよびパフ ナーマンス] を選がします。 

バッテリの節電 

バッテリ寿命の節約および最大化のために、な下のヒントを参ちにしてください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからューザー 
力 《 交換可能なバッテリを取り外します。 

• 使用していない無線デバイスをオフにします。 

• 外部電源に接結されていない外イ寸けデバイスのうち、 USB ポートに接続している外付けハード 

ドライブなど、巧巧していないものをコンピューターから取り外します。 

• 使巧していない外イ寸けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープを開始するか、コンピューターの電源を切ります。 

ロー バッテリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使巧しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリ状態になった場合は、 Windows デスクトップの[電源メータ ー] アイコンに、 
口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態の通知が表示されます。 

if を記: 電源メーターについて詳しくは、「電源メーターの使用」の項目を参照してください。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 


• ハイバネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが開始します。 
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ロー バッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 

• AC アダプターを接続します。 

• 別売のドッキングデバイスまたは化張デバイスを接続します。 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプターを接続します。 

電源を使用できない場合のロー バッテリ状態の解決 

作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイバネーションを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解み 

ハイ バ ネーシ ョンを終了するための十分な電力が コンピューターに 残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1 . ユーザーが交換可能な放電したバッテリを充電ミきみのバッテリに交換するか、 AC アダプターを 
コンピューターおよび外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを巧して、ハイバネーションを終了します。 

ユーザーが交換可能なバッテリの保管 


么を 意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 


2週間な上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して、バッテリの放電を抑えるために気温や湿度のほい場所に別々に保管してください。 

保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場合は、再 
充電してから保管してください。 

ユーザーが交換可能なバッテリの処理 


么 警告！ 化学薬品による义傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、穴をあけたり 
しないで〈ださい。また、バッテリの接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでくだ 
さし、。 


バッテリの正しい化分方法については、 『規 を、を全、および環境に関するごま 意 J 1 を参照してくだ 
さい。ユーザーガイドにアクセスするには、スタート画面で [HP Support Assistant] アプリケー 
シヨンー[マイコンピュータ]一[ユーザーガイド]の順に選択します。 

ユーザーが交換可能なバッテリの交換 

[HP Support Assis ね n 口にある [ HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に充電されていないとき 
や、バッテリ容量が「口ーバッテリ J の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに 
通知します。バッテリが HP の保証巧まとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 
交換用バッテリの購入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照して 
ください。 
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外部電源での駆動 

外部電源の接続に ついて 詳しくは、 コン ピューターに付属の『セットアップ手順 J 1 ポスターを参照し 
てください。 

純正の AC アダプター、または別売のドッキングデ/《イスや化張デバイスを巧巧してコンピューター 
が外部電源に接続されている場合、コンピューターはバッテリ電源を使巧しません。 


么 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使用する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使用してください。 

な下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告 I ~ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

• バッテリを巧電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• ディスクに情報を書き込む場合（一部のモデルのみ） 

• 内蔵ハードドライブが搭載されているコンピューターで[ディスクデフラグ]を実行する場合 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• ディスプレイの輝度が上がります。 

• Windows デスクトップの[電源メータ ー] アイコンの形状が変わります。 

外部電源の接続を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 

• Windows デスクトップの[電源メータ ー] アイコンの形状が変わります。 
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AC アダプターに関するトラブルシユーティング 

外部電源に接続したときに コン ピユーターにレ: i 下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテスト します。 

• コンピユーターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点なしない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピユーターをシャットダウンします。 

2. コンピユーターからバッテリを取り外します。 

3. AC アダプターを コン ピユーターに接続してから、電源 コンセントに 接続します。 

4. コンピユーターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点なした場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプターとコンピユーターの接続お 
よび AC アダプターと電源コンセントの接続をチ; L ックし、確実に接続されていることを確 
認します。 

• 確実に接続されているにもかかわらず電源ランプが消灯したままになっている場合は 、 AC 
アダプターが動作していないため交換する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手するちまについては、 HP のサポート窓口にお問い合わせください。 
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HP CoolSense 

[HP CoolSense ]# は、コンピューターが静止した状態にないことを自動的に検出し、コンピュー 
夕一の表面温度が最適な状態に維持されるよう にパフォーマンス およびファンの設定を調整し ます。 

[HP Coo 旧 ense ] がナフの場合、コンピューターのが態が検出されず、パフォーマンスおよびファンの 
オプションは出荷時の設定のままになります。そのため、 [HP CoolSense ] をオンにしたときに比べ 
てコンピューターの表面温度が高くなる可能性があります。 

[HP Coo に ense ] をオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

▲ スタート画面で 「 cool 」 と入力し、隙を]一 [HP CoolSense] の順に選択します。 
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インテル スマー ト■コネクト•テク ノ ロジー によるソフトウ ェ 
ア内容の更新（一部のモデルのみ） 

コンピューターがスリープ状態の場合、インテルスマート-コネクト.テクノ ロジーによってを期 
的にコンピューターのスリープ状態が終了されます。その後、スマート■コネクトにより、開いて 
いるアプリケーションのうちの必要なものの内容が更新され、スリープ状態が再開されます。その 
ため、スリープが態が終了した後すぐに作業を再開できます。更新がダウンロードされる間、作業 
の手を止めて待つ必要はありません。 

▲ この機能を有効にしたり、手動で設定を調整したりするには、スター ト 画面で、 「 smart 」 と入 
力して、 インテルスマート ■ コネクト’テクノロジー を選巧します。 

コンピューターのシャットダウン（電源切断） 


么を 意； コンピユーターをシャットダウンすると、保巧されていない情報は失われます。コンピユー 
夕一をシャッ トダウンする前に、必ず作業中のデータを保巧するようにしてください。 


[シャツ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを 終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、 コン ピューターをシャツトダウンします。 

• バツテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB ポートまたはビデオコネクタな外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する 
場合 

• コンピューターを長期間使巧せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターの電源を切ることもできますが、 Windows の [シャツ トダウン]コマンド 
を使用したな下の手順をおすすめします。 


ま記： コンピューターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、シャットダウンをする前 
に、電源ボタンを短く巧してスリープまたはハイバネーシヨンを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. スタート画面で、画面のち上隅またはち下隅をポイントします。 

3. チャームの一覧が開いたら、[設定]一[電源]アイコンの順にクリックし、[シャットダウン]をク 
リックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使巧できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、画面のち下隅にある[電源]アイコンをクリックします。 
次に、[シャットダウン]をクリックします。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切り離します。 

• バッテリを取り外します。 
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み） 






7 情報の管理と共有 


ドライブは、デジタルストレージデバイスで、情報の保を、管理、共有、およびアクセスを可能に 
します。お使いの コン ピューターには内蔵 ハ ードドライブが搭載されており、 コン ピューターのソ 
フトウェアやオペレーティングシステムを格納し、すべての個人巧ファイルのためのストレージも 
提供しています。 一 部の コン ピューターには、 CD 、 DVD 、 またはブルーレイディスク （ BD ) から 
の読み取りまたは書き込みができるオプティカルドライブも搭載されており、オーディオおよびビ 
デオを録画および再生できます。 

容量または機能を追加する場合は、オプティカルドライブやハードドライブなどの外付けドライブ 
(別売）を接続するか、デジタルストレージカードを挿入してスマートフォンやカメラの情報をイ 
ン ポートします。 コン ピューターの USB (Universal Serial Bus ) ポートに USB フラッシュドライ 
ブを接続すると、すばやいデータ転送も可能になります。デバイスによって、 コン ピューターの電 
源を使巧して稼動するものもあれば、独自の電源を持っているものもあります。一部のデバイスに 
は、そのデバイスを使用する前に コン ピューターじインストールする必要があるソフトウエアが付属 
しています。 


Pf ; ま記； 外かけ無線デバイスのお続については、 17ぺージの「ネットワークへのお結; を参照して 
ください。 

f 妾 f ; ま記； 必要なソフトウエアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照してください。 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

ほとんどのコンピューターには USB ポートが複数あります。これは、このようなを巧途インター 
フェイスを使巧すると、 USB キーボード、マウス、外付けドライブ、プリンター、スキャナー 、 USB 
ハブなどの多種多様な外付けデ/《イスをコンピューターに接続できるからです。 

コン ピューターには、複数の種類の USB ポートがあります。 コン ピューターに搭載されている USB 
ポートの種類については、 5 ぺージの 「コン ピューターの概要 I を参照してください。必ず、 コン 
ピューターと互換性のあるデバイスを購入してください。 


種類 

説明 

USB 2.0 

データを60 MB/ 巧で転をします。 

USB 3.0 

データを640 MB/ 砂で転送します。また、 USB 3.0 ポートは 
USB1.0 および 2.0 のデバイスにも対応しています 

USB デバイスの接続 

A を意： USB ポートの損傷を防ぐため、 

デバイスを接結するときは無理な力を加えないで〈ださい。 
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▲ デバイスの USB ケーブルを USB ポートに接続します。 

陵 f ;ま記:~~ お使いのコンピューターの USB ポートは、ここに記載されている図と多少異なる場合 

があります。 



デ/《イスが検出されると音が鳴ります。 


|§^ま記 ： 初めて USB デバイスを装着した場合は、デスクトップにメッセージが表示され、デバイス 
がコンピューターによって認識されたことを示すアイコンが通知領域に表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


么を 意： USB ポートの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らないで 
ください。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをを全に 
取り外します。 


1. USB デバイスを取り外すには、情報を保巧し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じま 
す。 


2. デスクトップで、タスクバーのち端の通知領域にある [ハードウ エアの安全な取り外し]アイコンを 
クリックします。ハードウ I アをを全に取り外してメディアを取り出すというメッセージが表示さ 
れます。画面に表示される説明に沿って操作します。 


電源供給機能付き USB デバイスの接続 


么を 意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 
て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターにち続します。 

2. デバイスの 電源 コー ドを アース 付き電源 コンセン トに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスを停止して、コンピューターから取 
り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
ターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを巧きます。 
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デジタルストレージカードの挿入と取り出し 

デジタル ストレー ジカードを挿入するには、な下の操作を行います。 

~メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは無理な力 

を加えないでください。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2. デジタル ストレー ジ スロット I こ 力ー ドを挿入し、 力ー ドがしっかりと収まるまで押し込みま 
す。 



デバイスが検出されると音が鳴り、オプションのメニューが表示されます。 

デジタル ストレー ジカードを取り出すには、な下の操作を行います。 

么を意 : ~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全 

に取り出します。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. デスクトップで、タスクバーの右端の通知領域にある [ ハードウ X アのを全な取り外し]アイコン 
をクリックします。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します口）。 



ま記. 力ードが出てこない場合は、力ードを引いてスロットから取り出します。 
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データやドライブの共有およびソフトウ エアへの アクセス 

お使いのコンピューターがネットワークの一部である場合、使巧できるのはそのコンピューターに保 
巧されている情報だけではありません。ネットワークコンピューターは、ソフトウてアやデータを 
互いにやり取りできます。 


|§^ま記 ： DVD ムービーや DVD ゲームなどのディスクのコピーが防止されている場合、そのディスク 
を共ちすることはできません。 

同じネットワーク上でフォルダーまたはライブラリを共有するには、な下の操作を行います。 

1. デスクトップで[エクスプローラー]を開きます。 

2. [ライブラリ]ウィンドウの[共ち]タブをクリックし、[特定のユーザー]をクリックします。 

3. [ファイル共有]ボックスじ名前を入力して、[追加]をクリックします。 

4. [共ち]をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 

お使いの口ーカルディスクの情報を共有するには、な下の操作を行います。 

1. デスクトップで[エクスプローラー]を開きます。 

2. [ライブラリ]ウィンドウの[口ーカルディスク （ C :)] をクリックします。 

3. [共ち]タブ^ [詳細な共有]の順に選択します。 

4. [口ーカルディスク （ C :) のプロパティ]ウィンドウで、[詳細な共有]をクリックします。 

5. [このフォルダーを共有する]にチェックを入れます。 

同じネットワーク上のドライブを共有するには、な下の操作を行います。 

1. デスクトップで、通知領域の[無線]アイコン，" g を右クリックします。 

2. [ネットワークと共ちセンターを開く]を選択します。 

3. [アクティブなネットワークの表示]で、アクティブなネットワークを選がします。 

4. [共ちの詳細設定の変更]を選択して、プライバシ、ネットワーク探索、ファイルとプリンターの 
共有、その他のネットワークオプションの共有オプションを設定します。 
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8 


コンピュ ーターのメ ンテナンス 


コンピューターを最適な状態に保つには、定期的なメンテナンスを行うことが非常に重要です。こ 
の章では、[ディスクデフラグ]や[ディスククリーンアップ]などのツールの実行によって、コン 
ピューターのパフォーマンスを向上させるための情報を提供します。また、プログラムおよびドラ 
イバーの更新、コンピューターの清掃手順、コンピューターの持ち運びに関する情報も提供します。 


パフオーマンスの向上 

誰もが高速なコンピューターを望んでいますが、[ディスクデフラグ]や[ディスクのクリーンアップ] 
などのツールを使用して定期的なメンテナンス作業を実行することにより、コンピューターのパ 
フォーマンスを向上させることができます。 

[HP 3 D DriveGuard ] の使用 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブを一時停止し、データ要求を中止すること 
によって、ハードドライブを保護するシステムです。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じたが態でコンピューターを移動した場 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] じよって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


を記： SSD (Solid State Drive ) には駆動部品がないため、 [HP 3 D DriveGuard ] は必要ありません。 

1^; ま記： メインハードドライブベイのハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] によって保護されま 
す。 USB ポートに接続されているハードドライブは、 JHP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 

詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 
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[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ドライ 
ブが断片化されるとドライブ上のデータが隣接（連続）しなくなり、そのためにハードドライブが 
ファイルを見つけるのが困難になってコンピューターの処理速度が低下します。[ディスクデフラ 
グ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めて（または物理的に再構成 
して）より効率よく作業を実行できるようになります。 


を記 ： SSD (Solid State Drive ) では、[ディスクデフラグ]を実行する必要はありません。 


いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ただし、ハードド 
ライブのサイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か月に1度実行するように設をできますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源にち続します。 

2. スタート画面で「デフラグ」と入力し、[設を]一[ドライブのデフラグと最適化]の順に選択しま 
す。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

詳しくは、[ディスクデフラグツール]ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で「ディスク」と入力し、[設を]一[不要なファイルの削除によるディスク領域の 
解放]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへ更新することをおすすめします。更新に 
よって問題が解決し、コンピューターで新しい機能やオプションを使用できるようになります。テク 
ノロジーは常に変化しているため、プログラムやドライバーを更新するとお使いのコンピューターで 
最新のテクノロジーを実行できます。たとえば、古いグラフィックスコンポーネントは最新のゲー 
ムソフトウてアで正しく動作しない場合があります。最新のドライバーがないと、お手持ちの装置 
を最大限にま用できません。 

HP プログラムおよびドライ/ く一の最新/ くージョンをダウンロードするには、 HP の Web サイトにア 
クセスしてください。日本でのサポートについては、 http :// www . hp . com / ip / contact / を参照してくだ 
さい。日本な外の国や地域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください HP の Web 
サイトでは、アツプデートが使巧可能になったときに自動的に通知を受け取るように登録することも 
できます。 
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コンピューターの清掃 

お使いのコンピューターおよび外付けデバイスを清掃することにより、それらを良好な動作状態に維 
持できます。コンピューターを清掃しないと、ほこりやちれの粒子がたまります。 


冷^を 意： コンピユーターの清掃には、な下の清掃巧製品は使用しないでください。 

アルコール、アセトン、 塩化 アンモニウム、 塩化 メチレン、 炭化水素などの強力な溶剤を使用する 
と、 コン ピューターの表面に修復できない傷が付いてしまう可能性があります。 


ディスプレイ、側面およびカバーの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ巧洗剤で湿らせた柔らかい布でやさし〈がいてくださし、。 
ディスプレイが乾いてから、カバーを閉じるようにしてください。 

側面とカバーを清掃するには、あらかじめ湿らせた殺菌性の布を使用してください。ぺーパータナ 
ルなどの繊維素材を使巧すると、コンピューターに傷が付く可能性があります。 


を記： コン ピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円を®くように 
ないてください。 


タツチパッドおよびキーボードの清掃 


么を 意： コンピューターの清掃中も、キーボードのキーとキーの間に;先剤などの液体が絶対にまれな 
いようにしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷をちえる可能性が 
あります。 


• タツチパツドやキーボードを清掃および消毒するには、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせ 
た、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム皮クロス 
など）を使用するか、を件に合った使い捨て除菌シートを使巧してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きのちを使用してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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コンピューターの持ち運びまたは送付 

コンピューターを持ち運んだり発送したりする必要がある場合は、装置をを全に保持するために Jil 下 
の点を参ちにしてください。 

• おほいのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、な下の手順で準備を行 
います。 

。 外イ寸けドライブに情報をバックアップします。 

。 すべてのディスク、およびすベての外付けメディアカード（デジタルストレージカード 
など）をコンピューターから取り外します。 

。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 ドライブベイからドライブを取り外す前に、ドライブからすべてのメディアを取り出して 
〈ださい。 


么を 意： ドライブの発送、保管、持ち運びなどを行う前に、この作業を実行してくださし、。 
これにより、コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防止できます。 

。 コンピューターをシャットダウン します。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物と一緒に預けない 
でください。 


么を 意： ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 
は、空港の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチ X ックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内で コン ピューターを使用する場合は、機内のアナウンスを聞いて、 コン ピューターの使用が 
許可されている時間を確認してください。機内での コン ピューターの巧巧を許可するかどうか 
は航空会社の判断に委ねられます。 

• コンピューターを2週間な上使用せず、外部電源から切断する場合、バッテリを取り外し、別途 
保管してください。 

• コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に捆包し、相包箱の表面 
に「コワレモノー取り巧い;'主意 J と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスが搭載されている場合、ある状況においてこれらのデバイスの使 
用は制限されることがあります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、および危険区域内 
です。特定の機器の使巧に適巧される規定が不明な場合は、コンピューターの電源を入れる前 
に、使用可能かどうかを確認して許可を得てください。 

• コンピューターを持って国外に移動する場合は、な下のことを行ってください。 

。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。ミ帯在する国または地域に適応した電源コードを、难在する国または地域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 


么 警告！ 感電、义な、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品巧に販売されている電圧コンパ'-夕一は使用しないでください。 
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9 コン ピューターの保護と情報 


コンピューターのセキュリティは、情報の機密性、整合性、および巧巧性を保つために重要です。 
Windows オペレーティングシステム、 HP アプリケーシヨン、 Windows な外のセットアップユー 
ティリティ （ BIOS )、 およびその化の他社製ソフトウェアの標準のセキュリティソリューシヨンに 
よって、ウィルス、ワーム、およびその他の種類の悪質なコードなどのさまざまなリスクからお使い 
のコンピューターを保護できます。 


重要： この章に記載されている一部のセキュリティ機能は、お使いのコンピューターでは巧巧でき 
ない場合があります。 



コンピューターでのを険せ 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

Power-on password (電源投入時パスワード） 

コンピューターウイルス 

ウィルス対策ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

ファイアウオールソフトウェア 

セットアップユーティリティ旧 IOS ) の設を、およびその 
化のシステム識別情報への不正なアクセス 

Administrator password (管理者パスワード） 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

ソフトウェアの更新 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル 


パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するため、およびナンラインでの情報のやり 
巧りを保護するために選択する文字列です。いくつかの種類のパスワードを設定できます。たとえ 
ば、コンピューターを初めてセットアップするときに、コンピューターを保護するためにューザーパ 
スワードを作成するようホめられます。追加のパスワードは、 Windows 、 およびコンピューターにプ 
リインストールされている HP セットアップユーティリティ （ BIOS ) で設をできます。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の機能および Windows のセキュリティ機能には、同じパス 
ワードを使巧することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• コンピューターがロックされないように、パスワードはすべて書き留め、コンピューターから離 
れた安全な場戸斤に保管しておきます。パスワードをコンピューター上のフアイルに保巧しない 
でくださし、。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従ってください。 
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• 少なくとも3か巧に一度の割合でパスワードを変更すると安全性がより高まります。 

• パスワードは長く、文字、句読点、記号、数字が組み合わされていることが理想です。 

• コンピューターを修理などのためにサポートあてに送付する場合は、ファイルのバックアップ、 
機密性の高いファイルの削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードについて詳しくは、スタート画面で 
「ヘルブ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 

管理者パスワード 

管理をレベルのデータへのアクセスを保護します 


を記： このパスワードは、セットアップユーテイリテイ 
( BIOS ) のデータへのアクセスには使用できません 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) パスワードの設定 

パスワード 機能 


Administrator password (管理者パスワード） • セットアップユーティリティ （ BIOS ) にアクセスする 

たびにこのパスワードを入力する必要があります 

• Administrator password を忘れた場合は、セットアップ 
ユーテイリテイ （ BIOS ) にアクセスできません 


を記： Power-on password (電源投入時パスワード）の代 
わりに Administrator password を入力することもできます 


ま記 ： Administrator password は 、 Windows で設定!した管 
理をパスワードで置き換えができず、また、設定時や入力時、 
変更時、および削除時にパスワードとして設定した文字は表 
示されません 


を記： 最初のパスワード確認のときに電源投入時パスワー 
ドを入力した場合は、セットアップユーティリティ ( BIOS ) 
にアクセスするときに管理者パスワードを入力する必要があ 
ります 


Power-on password (電源控:入時パスワード） • コンピユーターの電源投入時または再起動時には必ず 

この パ スワー ドを入力する必要があります 

• Power-on password を忘れると、 コン ピユーターの電源 
を入れることも、再起動もできなくなります 


を記 ： Powe 卜 on password の代わりに Administrator 
password を入力することもできます 


を記： Power-on password は、設定時や入力時、変更時、 
および削除時にパスワードとして設定した文字が表示されま 
せん 
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セットアップユーテイリテイ ( BIOS ) で Administrator password または Power-on password を設 
定、変更、または削除するには、な下の操作を行います。 

1. セットアップューティリティ （ BIOS ) を起動するには、コンピューターの電源を入れるか再起 
動して、すばやく esc キーを押してから 鬥〇 キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して、 [Security] (セキュリティ）を選択し、画面の説明に沿って操作します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


インターネットセキュリティソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メールを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピューターがコンピューターウィルス、スパイウェア、およびその他のオンラインの 
脅威にさらされる可能性があります。おほいのコンピューターを保護するために、ウィルス対策およ 
びファイアウォール機能を含むインターネットセキュリティソフトウェアの試用版がお使いのコ 
ンピューターにプリインストールされている場合があります。新しく発見されたウィルスおよびそ 
の他のセキュリティリスクからコンピューターを保護するには、セキュリティソフトウェアを最新 
の状態にしておく必要があります。セキュリティソフトウェアの試巧版をアップグレードするか、 
セキュリティソフトウェアを別途購入して、お使いのコンピューターを確実に保護することを強く 
おすすめします。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コンピューターウィルスに感染すると、プログラム、ユーティリティ、オペレーティングシステム 
などが使巧できなくなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。ウィルス巧まソフト 
ウェアを使巧すれば、ほとんどのウィルスを検出および駆除することができ、通常、ウィルスの被害 
にあった箇所を修復することもできます。 

コンピューターウィルスについて詳しくは、スタート画面で「ヘルプ」と入力して [ヘルプとサポー 
卜]を選択します。 

ファイアウォールソフトウェアの使用 

ファイアウナールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークにインストールするソフトウェアもあれば、 
ハードウ；!:アとソフトウ; L アの両方を組み合わせたものもあります。 

検討すべきファイアウナールにはな下の2種類があります。 

• ホストベースのファイアウナール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウエアです。 


• ネットワークべースのファイアウナール： DSL モデムまたはケーブルモデムとホームネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 

ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ユーザーの定義したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満た 
していないデータはすべてブロックされます。 


ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにインス!ルされている HP 、 Windows 、 および他社製ソフトウェアは、 
セキュリティの問題を修正するため、およびソフトウ； L アパフオーマンスを向上させるために、定 
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期的に更新する必要があります。詳しくは、 S6 ぺージの「プログラムおよびドライバーのをま斤 I を 
参照してください 

Windows の更新のインス I —ル 

オペレーティングシステムやその他のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。 Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を 
配信しています。お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保 
護するため、通知があった場合はすぐに Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートを 
インストールして〈ださい。 

すべての使用可能なアップデートが確実にコンピューターにインストールされているようにするに 
は、 W 下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。スタート画面で「コントロール」と入力し、 [コントロールパネル] 一[システムとセキュ 
リティト [Windows Update ] の順に選択します。 

• [Windows Update ] は毎月実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft なのプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 

HP および他社製ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにあらかじめインス I ルされているソフトウェアやドライバーを定期的 
に更新することをおすすめします。最新バージョンをダウンロードするには、 HP の Web サイトに 
アクセスしてください。日本でのサポートについては、 http :// www . hp . com / ip / contact / を参照してく 
ださい。日本な外の国や t 也域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください HP の Web 
サイトでは、アップデートが使巧可能になったときに自動的に通知を受け取るように登録することも 
できます。 

コンピューターの購入後に他な製のソフトウ X アをインストールした場合は、そのソフトウ X アを定 
期的に更新することもおすすめします。各社ともに、製品のソフトウてアアップデートを提供する 
ことでセキュリティの問題を修正し、ソフトウエアの機能を向上させています。 


無線ネットワークの保護 

無線ネットワークをセットアップする場合、常にセキュリティ機能を有効にします。詳しくは、 
19 ぺージの「無線 LAN のな誇 i を参照してください。 


ソフトウェアアプリケーションおよび情報のバックアップ 

ソフトウェアアプリケーションおよび情報を定期的にバックアップして、ウィルスからの攻撃や、 
ソフトウェアまたはハードウェアの障害によって、アプリケーションおよび情報が恒久的に失われた 
り、損傷を受けたりしないようじ保護します。詳しくは、 68 ぺージの「バックアップおよび復元 I 
を参照して〈ださい。 
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別売のセキュリティロックケーブルの使用 

別売のセキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り巧いや 
盜難を完全に防ぐものではありません。セキュリティロックケーブルは、盗難をより確実に防止す 
るために、完全なセキュリティソリューシヨンの一部として実施すべきいくつかのちまのうちの1 
つにすぎません。 

お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブル巧スロットは、ここに記載されている図と 
多少異なる場合があります。お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
の位置については、 5ぺージの「コンピューターの概要」 を参照してください。 

1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をセキュリティロックケーブル （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル巧スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 



4. 鍵を巧き、ま全な場所に保管します。 
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10 セットアップユーテイリテイ （ BIOS ) お 
よびシステム診断の使用 


BIOS (Basic Input/Output System ) とも呼ばれるセットアップューティリティは、システム上のす 
ベての入出カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど） 
間で行われる通信を制御します。セットアップューティリティ旧 IOS ) を使巧すると、取り付ける 
デバイスの種類、コンピューターの起動順を、およびシステムメモリと拡張メモリの容量を設定で 
きます。 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の開始 

セットアップユーティリティ旧に S ) を起動するには、コンピューターの電源を入れるか再起動し 
て、すばやく esc キーを押してから け〇 キーを押します。 

セットアップューティリティ旧 IOS ) での操作方法に関する情報が画面の下に表示されます。 


箇^を 記. セットアップューティリティ （ BIOS ) で設定変更を行う場合は、細むの注意をキムってくだ 
さい。設定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


BIOS の更新 

HP の Web サイトから、更新されたパ'-ジョンの BIOS 旧 IOS アップデート）を入手できる場合が 
あります。 

HP の Web サイトでは、多くの BIOS アップデートが 「 SoftPaq 」 という圧縮ファイル形式で提供さ 
れています。 

-部のダウンロードパッケージには、そのパッケージのインストールやトラブルの解決方まに関す 
る情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利巧巧能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS のバージョンを確認する必要があります。 
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BIOS バージョン情報 （「 ROM の日付」または「システム BIOS 」 とも呼ばれます）を表示するには、 
fn + esc キーを押す （ Windows を起動している場合）力、、セットアップューティリティ （ BIOS ) を 
使用します。 

1. セットアップューティリティ旧に S ) を開始します。 

2. 矢印キーを使用して、 [Main] (メイン）を選択します。 

3. 変更を保存しないでセットアップューティリティ （ BIOS ) を終了するには、矢印キーを使用し 
て、 [Exit] 一 [Exit Discarding Changes] の順に選択し、 enter キーを押します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


/ K を意: コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信賴性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをタウンロ ードまたはインストールしないでください。タウンロ ードおよびインストール時 
は、な下の点に注意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接結、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. スタート画面で、 [HP Support Assistant] アプリケーションを選択します。 

2. [更新および調整タスク] 一 [HP の更新プログラムを今すぐ巧認]の順にクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

4. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. 最新の B に S を確認し、お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS の 
バージョンと比較します。お使いの BIOS よりアップデートが新しい場合は、日付、名前、 
またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、ハードドラ 
イブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合があります。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


箇^を 記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特 
にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行し 
てくださし、。 


ダウンロードした B に S によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. スタート 画面で 「エクス プロー ラー」 と入力して [エクスプローラー] を選がします。 

2. ハードドライブをクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク（じ） ] を指をします。 
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3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフナルダーを開きます。 

4. f 広張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 

fif ;ま記 . ~ インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 

ファイルをハードドライブから削除できます。 
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システム診断の使用 

システム診断を使用すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウエアが正常に動作し 
ているかどうかを確認できます。 

システム診断を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか再起動して、すばや〈 esc キーを押してから ロ キーを巧しま 
す。 

2. 実行する診断テストをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

を記: 診断テストの実行中にテストを停止する必要がある場合は、 esc キーを巧します。 
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11 バックアップおよび復元 


お使いのコンピューターには、 HP が提供しているツールおよびオペレーテイングシステムに付属の 
ツールが含まれています。これらを使用すると障害の発生に備えて情報を保護したり、障害が発生し 
た場合に保護しておいた情報を取り出したりできます。このツールでは、簡単な手順でお使いのコ 
ンピューターを正常な状態に復元したり、さらには工場出荷時の状態に復元したりすることができま 
す。 


この章には、な下の化理に関する情報が含まれています。 

• リカバリメディアおよびバックアップの作成 

• システムの復元および回復 

ま記:~~ このガイドでは、バックアップ、復元および回復オプションの概要について説明します。巧 

意されているツールについて詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。スタート画面で 
「ヘルプ」 と入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 
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リカバリメディアおよびバックアップの作成 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、必ず最後にバックアップを行ったときの状態に復 
元されます。 

1. コン ピユーターを正常にセットアップしたら 、 [HP Recovery ] ( HP リカバリ）メディアを作成 
できます。この手順を実行すると、 コン ピユーターに HP 復元巧パーティシヨンのバックアッ 
プが作成されます。バックアップは、ハードドライブが破損したり交換されたりした場合に、 
元のオペレーテイングシステムのちインストールに巧巧できます。 


作成した [HP Recovery ] メディアからは、な下の復元オプションが選択できます。 


• システムの復元：工場出荷時にインストールされていた初期状態のナペレーティングシス 
テムおよびプログラムを再インストールします。 

• 最小限のイメージの復元：オペレーティングシステムに加えて、ハードウてア関連のすべ 
てのドライバーおよびソフトウてアが再インストールされますが、その化のソフトウェア 
アプリケーシヨンは再インストールされません。 

• ファクトリリセット：ハードドライブの全情報をミ肖去してパーティシヨンを再作成し、コ 
ンピューターを工場出荷時の状態に復元します。その後、工場出荷時にインストールされ 
ていたオペレーティングシステムおよびソフトウェアを巧インストールします。 

69 ぺージの 「HHP Recovervi ( HP リカバリ）メディアの作成 I をを照してください。 

2. ハードウェアおよびソフトウェアプログラムを追加するときは、システムの復元ポイントを作 
成します。システムの復元ポイントは、 Windows の[システムの復元]機能じよって保巧された 
特定の時点でのハードドライブの内容のスナップシヨットです。システムの復元ポイントに 
は、レジストリ設定などの Windows が使用する情報が含まれます。 Windows は、 Windows の 
更新時および他のシステムのメンテナンス時（ソフトウェアの更新、セキュリティスキヤン、 
システム診断など）に自動的にシステムの復元ポイントを作成します。システムの復元ポイン 
卜は、いつでも手動で作成できます。特定のシステムの復元ポイントの作成手順について詳し 
くは、 Windows の [ヘルプと サポート]を参照してください。スタート画面で 「ヘルプ」 と入力 
して[ヘルプとサポート]を選択します。 


3. 写真、動画、音楽、およびその他の個人巧ファイルを追加したら、個人情報のバックアップを作 
成します。 Windows の[ファイル履歴]では、ライブラリ、デスクトップ、連絡先、およびお気 
に入りを定期的、自動的にバックアップするように設をできます。ファイルをハードドライブ 
から誤って削除してしまってごみ箱からも復元できない場合や、ファイルが壊れてしまった場合 
は、[ファイル履歴]を巧巧してバックアップしたファイルを復元できます。ファイルの復元は、 
Windows を巧インス I —ルしてコンピューターをリセットする場合や [HP Recovery Manager ] 
を使用してコンピューターを復元する場合にも役立ちます。 


1^; ま記； [ファイル履歴]は初期設定では有効になっていないため、オンにする必要があります。 


Windows の[フアイル履歴]を有効化する手順について詳しくは、 Windows の[ヘルプとサポート] 
を参照して〈ださい。スタート画面で 「ヘルプ」 と入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 

[HP Recovery] (HP リカバリ）メディアの作成 

[HP Recovery Manager ] は、コンピユーターのセットアップが正常に完了した後、リカバリメディ 
アを作成する方まを提おするソフトウェアプログラムです 。 [HP Recovery ] メディアを巧巧する 
と、ハードドライブがお損した場合にシステムの復元を実行できます。システムの復元を実行する 
と、元のオペレーテイングシステムと工場出荷時にインス!ルされていたソフトウェアプログラ 
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ムが再インストールされ、それらのプログラムの設を内容が再構築されます 。 [HP Recovery ] メディ 

アは、システムのカスタマイズにも使用でき、ハードド'ライブの交換時にも役立ちます。 

• [HP Recovery ] メディアは1セットのみ作成できます。リカバリディスクは慎重に取り扱い、 
安全な場所に保管してください。 

• [HP Recovery Manager ] はコンピューターを検査して、空の USB フラッシュドライブの容量が 
どれだけ必要か、または空の DVD ディスクがいくつ必要かを判断します。 

• リカバリディスクを作成するには、コンピューターに DVD 書き込み機能を備えたオプティカル 
ドライブが搭載されている必要があり、高品質で空の DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R DL 、 または 
DVD+R DL ディスクを使用する必要があります。 CD ± RW 、 DVD ± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 
または BD-RE (巧書き込みが巧能なブルーレイ）ディスクなどのような書き換え可能なディス 
クは使用しないでください。これらのディスクは 、 [HP Recovery Manager ] ソフトウェアに対 
応していません。または、高品質で空の USB フラッシュドライブを代わりに使用することも 
できます。 

• お使いのコンピューターに DVD 書き込み機能を備えたオプティカルドライブが内蔵されてお 
らず、それでも DVD リカバリメディアを作成したい場合は、外付けオプティカルドライブ（別 
売）を使用してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイトからお使いのコン 
ピューターに適切なリカバリディスクを入手できます。日本でのサポートについては、 
http :// www . hp . com / ip / contact / を参照してください。日本な外の国や地域でのサポートについ 
ては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en/wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や 
地域、または言語を選択してください外付けのオプティカルドライブを使用する場合は、コン 
ピューターの USB ポートに直接接続する必要があります。ドライブを、 USB ハブなどの外付 
けのデバイスの USB ポートに接続することはできません。 

• コンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、リカバリメディアの作成を 
開始してください。 

• 作成処理には最大1時間な上かかる場合があります。作成処理を中断しないでください。 

• 必要に応じて、すべてのリカバリ DVD の作成が完了する前に、プログラムを終了させることが 
できます 。 [HP Recovery Manager ] は、現在の DVD への書き込みを終了します。次回 [HP 
Recovery Manager ] を起動すると、バックアップ作成プロセスを続行するかどうかを確認する 
メッセージが表示されて、残りのディスクが書き込まれます。 

[HP Recovery ] メディアを作成するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で 「 recovery 」 と入力して [HP Recovery Manager] を選択します。 

2. [Recovery Media Creation] (リカバリメディアの作成）を選択し、画面に表示される説明に 
沿って操作を続行します。 

システムを復元する必要がある場合は、 74ぺージの 「HHP Recovery Manaqerl の復元 l を参照し 

てください。 
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復元 


システムを復元するための、いくつかのオプションがあります。お客様の状況および専門知識のレ 
ベルに最適な方まを選巧します。 

• 個人用ファイルおよびデータを復元する必要がある場合は、 Windows の[ファイル履歴]を使巧し 
て作成したバックアップから情報を復元できます。[ファイル履歴]の巧巧について詳しくは、 
Windows の [ヘルプと サポート]を参照してください。スタート画面で 「ヘルプ」 と入力して[へ 
ルプとサポート]を選がします。 

• プリインストールされているアプリケーションまたはドライバーの問題を修正する必要がある 
場合は 、 [HP Recovery Manager ] の[ドライバーおよびアプリケーションの再インス!ル]オプ 
ションを使用して各アプリケーションまたはドライバーを再インストールします。 

スタート画面で 「 recovery 」 と入力し、 [HP Recovery Manager] 一[ドライバーおよびアプ 
リケーションの再インストール]の順に選択して、画面の説明に沿って操作します。 

• 個人情報を失わずにシステムをな前の状態に復元したい場合は、 Windows の[システムの復元]を 
使巧できます。[システムの復元]を使巧すると、 Windows の [リフレッシュ] または巧インストー 
ルの要件が揃っていなくても復元が巧能です。 Windows は、 Windows の更新時および他のシス 
テムのメンテナンス時に自動的にシステムの復元ポイントを作成します。復元ポイントを手動 
で作成していなくても、自動的に作成されたな前のポイントに復元するように選択できます。 
Windows の[システムの復元]の使用の詳細および使用手順については、 Windows の[ヘルプとサ 
ポート]を参照してください。スタート画面で 「ヘルプ」 と入力して[ヘルプとサポート]を選択 
します。 

• 個人の情報や設を、コンピューターにプリインストールされていたアプリケーションや 
Windows ストアから購入したアプリケーションを失わずに、システムの復元をすばやく簡単に 
行いたい場合は、 Windows の[リフレッシュ]の使用を検討してください。このオプションでは、 
データを別のドライブにバックアップする必要はありません。 73 ぺージの 「 Windows の[リ 
フレッシュ1を巧巧したすばやく簡単な復元 I を参照してください。 

• お使いのコンピューターを元の状態にリセットする場合、 Windows ではすベての個人データ、 
アプリケーション、および設定を削除して Windows を巧インストールする簡単な方法が巧意さ 
れています。 

詳しくは' 73 ぺージの「すべての削除と Windows のちインストール I を参照してください 

• 最小限のイメージを使巧して コン ピューターをリセットするには、 HP 復元用パーティション （一 
部のモデルのみ）または [HP Recovery ] ( HP リカバリ）メディアから HP の [Minimized Image 
Recovery ] (最小限のイメ ージの復元）オプションを選択することもできます。[最小限のイメー 
ジの復元] では、 ドライバーおよびハードウエアち効化アプリケーションのみがインストールさ 
れます。イメ ージに含まれているその他のアプリケーションは 、 [HP Recovery Manager ] の[ド 
ライバーおよびアプリケーションの再インストール]オプションを使巧して引き続きインストー 
ルできます。 

詳しくは' 74 ぺージの "HP Recovery Manaqerl の復元 l を参照してください 

• コンピューターの工場出荷時のパーティションおよびコンテンツを復元したい場合は 、 [HP 
Recovery ] メディアの[システムの復元]オプションを選択できます。詳しくは、 74 ぺージの 
£[HP Recovery Manaaerl の復元 J を参照してください 
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• ハードドライブを交換した場合は 、 [HP Recovery ] メディアの[ファクトリリセット]オプション 
を使用して、交換したドライブに工場出荷時イメージを復元できます。詳しくは、 

74 ぺージの "HP Recovery Manaqerl の復元 l を参照してください 

• 復元巧パーティションを削除してハードドライブの空き領域を増やせるように 、 [HP Recovery 
Manager ] には[リカバリパーティションの削除]オプションが用意されています。 

詳しくは、 76 ぺージの 「 HP 復元田パーテイシヨンの削除 I を参照して〈ださい 
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Windows の[リフレッシュ]を使用したすばやく簡単な復元 

お使いのコンピューターが正常に動作せず、システムのを定性を回復する必要がある場合は、 
Windows の[リフレッシュ]オプションを使用すると、重要なものを保持したまま元の状態に戻すこと 
ができます。 


重要： [リフレッシュ]では、工場出荷時にシステムにインストールされていなかった、従来からの 
アプリケーシヨンはすべて削除されます。 

I ■著を 記： リフレッシュ中に、削除された従来のアプリケーシヨンの一覧が保存されるため、ちインス 
卜ールする必要があるアプリケーシヨンをすぐに確認できます。従来のアプリケーシヨンの再イン 
ストールの手順については、[ヘルプとサポート]を参照してください。スタート画面で 「ヘルプ」 と 
入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 

を記： [リフレッシュ]を使巧するときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 Windows の[ヘルプとサポート]を参照してください。スタート画面で 「ヘルプ」 
と入力して[ヘルプとサポート]を選がします。 


リフレッシュを開始するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で、画面のち上隅またはち下隅をポイントしてチヤームを表示します。 

2. [設ま]をクリックします。 

3. 画面のち下隅にある [PC の設定の変更]をクリックして、 PC 設定画面の[全般]を選択します。 

4. [PC をリフレッシュする]で、[開始する]を選巧し、画面の説明に沿って操作します。 

すべての削除と Windows の再インストール 

お使いの コン ピューターのきめ細かい再 フナーマッ トを実行したり、 コン ピューターの譲渡やリ サイ 
クルの前に個人情報を削除したりする必要が生じる場合があります。この セク シヨ ン では、 コン 
ピューターを元の状態に戻すための迅速で簡単な方法に ついて 説巧します。このオプシヨ ン では、 
お使いの コン ピューターからすべての個人データ、アプリケーシ ヨン、 および設定が削除され、その 
後 Windows が再 インストー ルされます。 


重要： このオプションでは、ューザーが作成したデータなどのバックアップ機能は提供されませ 
ん。保持したい個人データは、このオプションを使用する前にバックアップしておいて〈ださし、。 

このオプションは、 f 11 キーまたはスタート画面から起動できます。 

f 11 キーを使用するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. コン ピューターの起動中に f 11 キーを押します。 

または 

電源ボタンを押すときに f 11 キーを押したままにします。 

2. ブ ー トオプション メニュー から [トラブルシューティング] を選択します。 

3. [PC を初期が態に戻す]を選択し、画面の説明に沿って操作します。 

スター ト画面を使巧するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で、画面のち上隅または右下隅をポイントしてチヤームを表示します。 

2. [設定]をクリックします。 
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3. 画面のち下隅にある [ PC の設をの変更]をクリックして、 PC 設定画面の[全般]を選巧します。 

4. [すべてを削除して Windows を再インストールする]で、[開始する]を選巧し、画面の説明に 
沿って操作します。 

[HP Recovery Manager ] の復元 

[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） ソフトウェアを巧巧して、コンピューターを 

工場出荷時の状態に復元できます。作成した [HP Recovery] (HP リカバリ）メディアを使用すると、 

な下の復元オプションのどれかを選択できます。 

• システムの復元：初期状態のナペレーティングシステムを再インストールし、工場出荷時にイ 
ンストールされていたプログラムの設定を巧構築します。 

• 最小限のイメージの復元：オペレーティングシステムに加えて、ハードウェア関連のすべての 
ドライバーおよびソフトウェアが再インストールされますが、その化のソフトウェアアプリ 
ケーションは再インストールされません。 

• ファクトリリセット：ハードドライブの全情報を港'去してパーティションを巧作成し、コン 
ピューターを工場出荷時の状態に復元します。そのを、工場出荷時にインストールされていた 
オペレーティングシステムおよびソフトウェアを巧インストールします。 

HP 復元用パーテイシヨン（一部のモデルのみ）を使巧すると、[最小限のイメージの復元]を実行でき 

ます。 


確認しておくべきこと 

• [HP Recovery Manager] では、出荷時にインス I ルされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターにか属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードするかまたは製造元から提供されたメディアから再インストールする必要があります。 

• [HP Recovery Manager] を使巧した復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段 
として試みてください。 

• コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合は、 [HP Recovery] (HP リカバリ）メ 
ディアを巧巧する必要があります。 

• [ ファクトリリセット ] または[システムの復对ナプシヨンを使巧するには、 [HP Recovery] メ 
ディアを巧巧する必要があります。 

• [HP Recovery] メディアが動作しない場合は、 HP の Web サイトからお使いのシステムのリカバ 
リメディアを入手できます。日本でのサポートについては、 http://www.hp.com/ip/contact/ を 
参照してください。日本な外の国や地域でのサポートについては、 http://welcome.hp.com/ 
countrv/us/en/wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選がして 
ください 


重要： [HP Recovery Manager] では、ューザーが作成したデータなどのバックアップ機能は提供さ 
れません。復元を開始する前に、保持したい個人データをバックアップして〈ださい。 


HP 復元用パーティシヨンを使用した最小限のイメージ復元（一部のモデルのみ） 

HP 復元用パーティシヨン（一部のモデルのみ）を使巧すると、リカバリディスクまたはリカバリ 
USB フラッシュドライブなしで最小限のイメ ージの復元を実行できます。このような復元は、ハー 
ドドライブがまだ動作している場合にのみ使巧できます。 
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HP 復元巧パーティションから [HP Recovery Manager ] を起動するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターの起動中に f 11 キーを押します。 

または 

電源ボタンを押すときに f 11 キーを押したままにします。 

2. ブートオプションメニューから[トラブル シューティング] を選択します。 

3. [HP Recovery Manager] を選択して、画面の説明に沿って操作します。 

[HP Recovery ] (HP リカバリ）メディアを使用した復元 

[HP Recovery ] メディアを巧巧して、元のシステムを復元できます。このちまは、システムに HP 復 
元巧パーティションが含まれていない場合やハードドライブが正常に動作していない場合に使用で 
きます。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 作成した1枚目の [HP Recovery ] ディスクをお使いのコンピューターのオプティカルドライブ 
または別売の外かけオプティカルドライブに挿入してから、コンピューターを再起動します。 

または 

作成した [HP Recovery]USB フラッシュドライブをお使いのコンピューターの USB ポートに 
挿入してから、コンピューターを巧起動します。 

ま記： [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） でコンピューターが自動的に巧 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更します。 75 ぺージの「コンピュー 
夕一のブート順序の変更 I を参照してください。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コンピューターのブート順序のを更 

コン ピューターが [HP Recovery Manager ] で再起動しない場合は、 コン ピューターのブート順巧を変 
更できます。これは、デバイスが起動する順番がリストになったもので、コンピューターが起動情報 
を検索するときに参照する BIOS にあります。オプティカルドライブおよび USB フラッシュドラ 
イブの選択順を変更することができます。オプティカルドライブおよび USB フラッシュドライ 
ブの選択順を変更することができます。 

ブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. 作成した [HP Recovery ] (HP リカバリ）メディアを挿入します。 

2. コン ピューターを再起動します。 

3. コン ピューターの再起動中に esc キーを押したままにし、 f9 キーを押してブートオプションを 
表 ' J 、 します。 

4. 起動したいオプティカルドライブまたは USB フラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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HP 復元用パーテイシヨンの削除 

[HP Recovery Manager ] ソフトウェアを使用すると、 HP 復元用パーテイシヨンを削除してハードド 
ライブの空き領域を増やせます。 


重要： HP 復元巧パーティションを削除すると、 Windows の [リフレッシュ] オプションおよび 
Windows の[すべてを削除して Windows を再インストール]オプション、または最小限のイメージを復 
元する [HP Recovery Manager ] オプションが使巧できな〈なります。復元用パーティションを削除 
する前に 、 [HP Recovery ] メディアを作成して、復元する手段を確保しておくようにしてください。 
69ぺージの 「JHP RecoveryL ( HP リカバリ）メディアの作成」 を参照してください。 


HP 復元用パーティシヨンを削除するには、な下の操作を行います。 

1. スタート画面で 「 recovery 」 と入力して [HP Recovery Manager] を選択します。 

2. [Remove Recovery Partition] (復元用パーティシヨンの削除）を選択し、画面に表示される 
説明に沿つて操作を結行します。 
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12 仕様 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100〜 
240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、コンピューターの電力供給には、このコンピューター巧に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いの コン ピュ ーター は、な下の仕様の DC 電力で動作できます。動作電圧と電流はプラット 
フナーム によって異なります。 


入力電源 

定格 

動作電圧と電流 

19.5 V DC (3.33 A 、 65 W の場合） 

HP 列■部電源用 DC プラグ 



ま記： この製品は、最ほ充電量240 V rms レ: i 下のホ目巧電圧によるノルウ X - の IT 電源システム用 
に設計されています。 

を記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

国際単位系 

U.S. 

温度 

動作時 

5〜35。じ 

41 〜 950F 

非動作時 

■20 〜60で 

-4 〜140。ド 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90〇/〇 

非動作時 

5〜95% 

5 〜 95% 

最大標高 （ホち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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13 静電気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものがち 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷したり、 
耐巧年数が短〈なったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、な下で説明する方 
まのどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外し、その後カバーを外すなどの作業を行 
います。 

• 部品は、コンピューターに取り付ける直前まで静電気防止用のケースに入れておきます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少な 
くします。 


• 磁気を帯びていない道具を使用します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

• 取り外した部品は、静電気防止用のケースに入れておきます。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取り付けに関するサポートが必要な場合は、 
HP のサポート窓口にお問い合わせください。 
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